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三
、
『
寂
恵
法
師
歌
語
』

の
仮
名
表
記

-
句
切
れ
を
示
す
仮
名
文
字
遣
-

長
谷
川

千

秋

一
、
は
じ
あ
に

弘
安
元
年
、
寂
恵
は

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
撰
集

に
あ
た

っ
て
自
ら
の
歌
が
採
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と

へ
の
抗
議
と
し
て

『
寂
恵
法
師
文
』
を
著

し
た
。
歌
人
と
し

て
、
勅
撰
歌
人
と
な
る
こ
と
に
強
い
執
着
を
も

つ
寂
恵
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
願

い
は

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
に
お
い
て
果
た
さ

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
六
年
後
、
寂
恵
は
か

つ
て
師
事
し
た
為
家
と
中
書
王

の
和
歌
を
と
り
あ
げ
た
歌
論
書
を
記
す
。
そ
れ

が

『
寂
恵
法
師
歌
語
』

で
あ
る
。

　　
　
　

こ
れ
ま
で

『寂
恵
法
師
歌
語
』
は
、
水
戸
彰
考
館
に
蔵
さ
れ
る
侠
名
の

一
本

(近
世
写
)
が
、
久
保
田
淳
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
世
に
知
ら
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れ
て
い
た
。
こ
の
書
名
も
久
保
田
氏
の
命
名

で
あ
る
。
彰
考
館
蔵

の

『
寂
恵
法
師
歌
語
』
は
、
『
五
十
四
番
詩
寄
合
』
『
屏
風
詩
歌
』
『
長
元
八

一

年
寄
合
』
『
月
次
御
会
和
寄
』
『
融
覚

一
札
』
と
題
簸
に
あ
る
合
冊
本
の
う
ち
に
あ
る
。
『
融
覚

一
札
』

に
続
け
て
記
さ
れ
る
六
丁
ば
か
り
の
小

編

で
、
久
保
田
氏
は
記
載
内
容
か
ら
零
本
と
み
て
お
ら
れ
る
。
孤
本
と
み
ら
れ
て
い
た
水
戸
彰
考
館
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
を
も

つ
一
本
が
こ
の
た

び
、
大
宮
武
麿
氏
旧
蔵
本

の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た

(大
宮
本
)
。
大
宮
本
は
奥
書
と
筆
跡
か
ら
中
院
通
村

の
書
写
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
新
出

資
料
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
文
字
論
の
立
場
か
ら
、
現
存
の
も
う

一
本
の
彰
考
館
本
と
比
較
し

つ
つ
そ
の
仮
名
遣
と
仮
名
文
字
遣
を
概
観
す
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
み
ら
れ
る
、
字
体
の
使
い
分
け
を
通
し
て
例
え
ば
語
頭

・
語
中
な
ど
を
明
示
す
る
現
象
を
、
特
に
仮
名
遣
と
区
別
し

て
仮
名
文
字
遣
と
称
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
仮
名
文
字
遣
に

つ
い
て
述

べ
た
い
。

二
、
仮
名
遣

ま
ず
、
大
宮
本
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
述
べ
る
。
大
宮
本
に
ア
ハ
ワ
行

の
仮
名
遣

に
関
わ
る
語
は
計
62
例
あ
る
。
こ
の
時
代

の
仮
名
遣
の
規
範



と
い
え
ば
定
家
仮
名
遣
を
さ
す
。
そ
こ
で
、
定
家
仮
名
遣
の
規
範
を
示
し
た
書
と
し
て
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

『
仮
名
文
字
遣
』

に
よ

っ
て
、
こ
の
仮
名
遣
を
検
証
す
る
と
表

一
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。
『仮
名
文
字
遣
』
は
慶
長
版
本
を
用
い
る
。

表

一
か
ら
、
定
家
仮
名
遣
に
合
致
し
な
い
例
は
わ
ず
か
1
例

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
仮
名
文
字
遣
』
に
規
定
の
な
い
17
例
を
除
け
ば
、

45
例
中
44
例
が
定
家
仮
名
遣
に
合
致
し
て
い
る
。
な
お
、
慶
長
版
本

『
仮
名
文
字
遣
』
は
歴
史
的
仮
名
遣
に
8
割
程
度

一
致
す
る
が
、
「を
」

「
お
」
の
仮
名
遣
に

つ
い
て
は
5
割
程
度
し
か

一
致
し
な
い
。

こ
れ
は
定
家
仮
名
遣
が

「
を
」
「
お
」
の
仮
名
遣
を

ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低

に
よ

っ

　　
　
　

て
規
定
し
分
け
て
い
る
た
あ

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
大
宮
本
に
お
け
る
歴
史
的
仮
名
遣
と
の
合
致
を
示
せ
ば
表
二
の
よ
う
に
な
る
。
合
致
し
な

い
7
例
は
全
て

「を
」
「
お
」

の
仮
名
遣

で
、

こ
の
合
致
の
あ
り
方
は

『
仮
名
文
字
遣
』
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。

表

一

慶
長
版
本

『
仮
名
文
字
遣
』
と
の
合
致

(大
宮
本
)

表
二

歴
史
的
仮
名
遣
と
の
合
致

(大
宮
本
)

一

致

不

一
致

規
定
無

一

致

不

一
致
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を

お

14

1

1

を
お

9

7

他

30

0

16

他

46

0

『仮
名
文
字
遣
』

に

一
致
し

な

い
1
例
と
は
、

「
お

こ
な
ひ
た
る
」

(4

オ
)

で
あ
る
。
慶
長
版
本

『
仮
名
文
字
遣
』

に
は

「
を

こ
な
ふ

行
」

(を
)
と
あ

る
。

な
お
、
彰
考

館
本

は

こ
の
箇
所
を

「を

こ
な

ひ
た

る
」

と
し
、
定

家
仮
名
遣

に
合
致

し

て
い
る
。
例
外

1
例
が
あ

る
が
、
大

宮
本

の
ア

ハ
ワ
行

の
仮
名
遣

は
定
家
仮
名
遣

に
基
づ

く
と
い

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

彰
考
館
本

は
、

ア

ハ
ワ
行

に
拘

わ
ら
ず
全
体

と
し

て
大
宮
本

よ
り
も
漢

字
表
記
を
多
用
す

る
傾
向

が
あ

り
、

ア

ハ
ワ
行

の
仮
名
遣

も
43
例
と

少

な
い
。
し
か
し
、

そ
の
仮
名

遣

は
大
宮
本

と
ほ
ぼ
同

じ

で
、

右

の

「
お

こ
な

ひ
た

る
」
を
含
め

て
3
例

が
相
違

す
る

に
す
ぎ
な

い
。

と

い
う



こ
と
は
、
彰
考
館
本

(彰
)
も
定
家
仮
名
遣
を
よ
く
ふ
ま
え
る
と
み
て
よ
い
。
問
題
は
大
宮
本

(大
)
と
相
違
す
る
2
例

の
仮
名
遣
で
あ
ろ
う
。

・
つ
ゐ
て
に

(彰
)
1

つ
い
て
に

(大
)

・
を
う
か
な
る

(彰
)
-
お
ろ
か
な
る

(大
)

「
つ
ゐ
て
に
」
は
、
慶
長
版
本

『
仮
名
文
字
遣
』
に
は

「
つ
い
て

次
」
と
あ
り
、
大
宮
本

の
表
記
が
規
範
に
合

っ
て
い
る
。
但
し
、
文
禄

四
年
写
陽
明
文
庫
本

『
仮
名
文
字
遣
』
に
は

「
つ
い
て
つ
ゐ
て
と
も

次
」
と
両
表
記
を
許
容
し
た
本
文
が
あ
る
。
「
い
」
と

「
ゐ
」
の
ゆ
れ
か
ど

う
か
は
不
詳
だ
が

「
つ
ゐ
て
」
も
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
彰
考
館
本
の
表
記
も
定
家
仮
名
遣
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
を
う
か

な
る
」
は
、
慶
長
版
本
を
は
じ
め
管
見
の
諸
本
に
仮
名
遣
の
規
定
の
な
い
語
で
あ
る
。
「
つ
ゐ
て
に
」
を

『仮
名
文
字
遣
』

の

一
致
例
に
含
め

れ
ば
、
彰
考
館
本

で
は
全

て
の
例
が
定
家
仮
名
遣
に

一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
数
値
を
表
三
に
示
す
。
な
お
、
歴
史
的
仮
名
遣

と
の
合
致
度
を
表
四
に
示
す
。
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表
三

慶
長
版
本

『仮
名
文
字
遣
』
と
の
合
致

(彰
考
館
本
)

表
四

歴
史
的
仮
名
遣
と
の
合
致

(彰
考
館
本
)

一

一

致

不

一
致

規
定
無

一

致

不

一
致

を
お

12

0

1

を
お

8

5

他

21

0
※

9

他

30

0

※

「
つ
ゐ
て
に
」
を

一
致
例

に
含
め
る

定
家
仮
名
遣
に
忠
実
な
仮
名
遣
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
こ
に
み
ら
れ
る
仮
名
遣
が
表
語
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

二
本
に
共
通
し
た
仮
名
遣
が
み
え
る
こ
と
は
、
こ
の
仮
名
遣
が
寂
恵

の
仮
名
遣
に
遡
る
可
能
性
を
示
し
は
す
る
。
但
し
、
寂
恵
は

『
仮
名
文
字



遣
』
成
立
以
前
に
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。
『
仮
名
文
字
遣
』
成
立
以
前
に
定
家
自
ら

『
下
官
集
』

に
仮
名
遣
の
規
範
を
示
し
て
い
る
が
、
寂
恵

が
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
わ
ず
か
な
用
例
か
ら
ど
こ
ま
で
定
家
の
仮
名
遣
を
知
り
得
た
か
ど
う
か
。
仮
に
寂
恵
の
仮
名
遣
で

あ

っ
た
と
し
て
も
そ
の
仮
名
遣
は
定
家
仮
名
遣

に
偶
合
し
た
仮
名
遣
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
定
家
仮
名
遣

へ
の
右
の
よ
う
な
完
全
な

一

致
は
、
そ
の
可
能
性
よ
り
は
、
む
し
ろ
後
人
が

『仮
名
文
字
遣
』
な
ど
に
よ

っ
て
改
め
た
と
み
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

三
、
仮
名
文
字
遣

次
に
大
宮
本
と
彰
考
館
本

の
仮
名
文
字
遣

に
つ
い
て
み
る
。
大
宮
本
で
有
意
の
仮
名
文
字
遣
と
し
て
は
、
語
頭
の
明
示
と
い
う
位
置
に
よ
る

字
体

の
使

い
分
け
が
主
流
を
な
す
他
は
、
語
と
結
び

つ
く
仮
名
文
字
遣
が
散
見
す
る
。
彰
考
館
本

の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
大
宮
本
と
同
じ
有

意

の
仮
名
文
字
遣
が
彰
考
館
本

に
も
み
え
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
両
本

の
文
字
遣
を
概
観
す
る
た
め
に
、
字
体
を
語
頭

・
語
中

の
違

い
に

　　

ヨ
　

よ

っ
て
分
類
し
た
表
を
次

に
掲
げ
る
。
字
体
と
は
、
具
体
的
な
字
形
が
実
現
さ
れ
る
た
め
の
価
値
的
な
前
提
の
こ
と
を
い
い

(
〈あ
〉
の
よ
う

一80

に
掲
示
)
、
基
本
的

に
字
母
の
相
違
を
字
体

の
相
違
と
み
な
す
立
場
を
と
る
。
但
し
、
同

一
字
母

の
く
ず
し
方
の
異
な
る
字
形
が
字
体
の
示
差

一

的
性
質
を
担

っ
て
、
記
述
に
対
し
て
有
意
的
な
仮
名
文
字
遣
を
実
現
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
こ
の
表

で
は
視
覚
的
差
異
の
顕
著

な
字
形
も
区
別
し

て
あ
る
。
両
本
共
に
仮
名
書
き
例
は
全

て
和
語
で
あ
る
。
な
お
、
『
寂
恵
法
師
歌
語
』
は
前
述

の
通
り
、
為
家
と
中
書
王

の

和
歌
の
引
用
と
、
そ
れ
を
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
歌
論
を
展
開
す
る
本
文
と
か
ら
な

っ
て
い
る
が
、
和
歌

の
引
用
箇
所
に
出
現
回
数
の
少
な
い
、

筆
数
の
多
い
字
体
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
微
差
を
考
慮
し
て
、
表
で
は
本
文
と
和
歌
の
合
計
数

に
続
け
て

(

)
内
に
そ
れ
ぞ
れ

の
小
計
を
示
し
た
。
煩
雑
な
表

で
あ
る
た
め
両
本
共
に
文
字
観
念
中

(異
な
る
字
体
が
示
す
文
字
と
し
て
の
価
値
的
同

一
性
、
「
あ
」

の
よ
う

に
掲
示
)

一
字
体
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
そ
の
字
体
の
み
を
表
に
は
掲
出
し
、
用
例
数

の
提
示
を
割
愛
し
た
。



表
五

大
宮
本

・
彰
考
館
本

の
文
字
遣

一
覧

　

　

　

　

　

　

　

　

中

撒

伽

儲

伽

㎜

御

一
伽

那

㎝

㎝

伽

悌

㎜

一
翻

郡

御

⑳

鰯

醜

㎜

}
醜

伽

躍

偽

脚

一
儲

一

彰

語

敷

洞

洞

牌

B

牌

旧

㎜

牌

肋

旧

B

3

"

鰍

胆

旧

鍬

5

拡

牌

4

鍬

5

蝋

7

頭

歌

脚

㈹

α㊨

蜘

qり

一

㎝

㎝

瑠

碗

㎝

脚

αり

一

脚

αり

㎝

鯛

脚

㈹

鯛

一

qり

㎝

q㊨

脚

@り

一

㎝

一

ノ

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

語

侠

2

1

0

4

0

1

1

3

1

1

2

0

5

0

0

6

2

1

9

0

0

0

1

0

1

中
㈱
㈲
⑳

一
⑳
㎝
㈲

南

㎝
⑳

【

㈱
闘
㎝

【
鋤

一
㎜
鋤
㎝
燗
㎝
㎝
㈹
翻
㎝
㎝
⑳
㈱
㎝

大

語

取

届

B

牌

胆

胴

㎜

鎚

B

B

届

肋

照

肋

田

贈

畑

牌

M

M

脳

脚

旧

牌

届

旧

頭

歌

⑳

㈹

一

砲

鋤

班

一
班

㎝

玲

一

恥

αり

㎜

[
αり

一

碗

㎜

qり

鴨

……・
α㊨

㎝

助

㎝

㎝

α㊨

㎝

αリ

ノ

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

語

侠

1

1

8

3

2

2

1

4

7

0

2

0

7

4

0

8

0

0

0

3

0

0

0

1

0

〈

〉

を

せ

蔚

ー

そ

筋

静

う

ゐ

そ

た

ち

つ

り

ほ

嘘

て

4

ね

凸

セ

な

喬

蝦

紅

ま

に

万

二

ぬ

⑳

一

「

」

せ

そ

た

ち

つ

て

と

な

に

ぬ

81一

中

蜘

㈹

㈲

㎝

㈹

鋤

㈹

㈹

㈹

㈲

拗

⑳

㈹

㈲

㎝

一
鋤

㈹

物

鋤

㈲

晒

㈲

㈲

㈲

物

㈲

鋤

ノ

く

く

く

く

ユ

く

く

ユ

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

にり
く

く

く

く

彰

語

取

M

踊

肋

N

聯

M
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表
か
ら
、

両
本

に
は

〈
鴇ウ
〉

〈
訊
〉
〈
に
〉
〈
ゑ
〉

〈と

a
>
を
語
頭

に
専

用
す

る
と

い
う
有

意
的

な
仮
名
文
字
遣

の
あ

る
こ
と

が
知

ら
れ

る
。

○

〈
リカ
〉

に

つ
い
て

「
か
」

の
中

で
、

両
本
共

に

〈
あ
〉

が
語
頭

・
語
中
を
問

わ
ず
用

い
ら
れ

る

の
に
対
し

て
、

〈
炉
〉

は
大

宮
本

で
語
頭

13
例

・
語
中

1
例
、

彰
考
館
本

で
語
頭

8
例
、
語
中

1
例
と

い
う

よ
う

に
語
頭

に
傾

い
て
使

用
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ

の
語
中

の
例

は
次

の
通

り
で
あ

る
。

(大

)

た
け
た

炉
く

と
を
し

ろ
き
な
り

(
6
オ

本
文
)

(彰
)

宿

あ
り

炉
ね

て
音

を

や
暗
ら
む

(歌
)

「
た
け
た

炉
く
」

に

〈
めウ
〉

が
配

さ
れ
た
」
由
は
不
明

で
あ

る
。

「
宿
あ
り

炉
ね

て
」

の

〈
炉
〉

は
、
直

前

に

〈
あ
〉

が
用

い
ら
れ

て
い
る

た
め

の
変
字
法

で
あ
ろ
う
。

彰

考
館

本

で
は

〈
リウ
〉
と
と
も

に

〈ま
〉
が
例
数

は
少

な
い
な
が
ら
語
頭
2
例

・
語
中

1
例
と

い
う

よ
う
に
語
頭

に
傾

い
て
用

い
ら
れ
る
が
、

こ

の
語
中

の
例
も

「
あ
す
あ
ま

せ
」

(歌
)
と
あ

っ
て
や
は
り
変
字
法

で
の
用
字

で
あ

る
。

○

〈
訊
〉

に

つ
い
て

一ヨ

「
こ
」

に
は
、

〈
こ

a
>
〈
こ
b
>
〈
訊
〉

の
三
字
体
が
あ

る
。

〈
こ

a
>

は
現
行

の
仮
名
字
体

「
こ
」

と

ほ
ぼ
同
じ
字
形

で
、

〈
こ
b
>

は
T

3

字

に
似
た
字
形

で
あ

る
。

〈
こ

a
>

〈
訊
〉

に
対

し

て

〈
こ
b
>

は
、

〈
ろ
〉

〈
と

b
>

〈
そ
〉

が
下
接
す

る
場
合

に
限

っ
て
出
現
す

る
。

こ
れ
を

別
字
体
相
当
と
し

て
扱

う

の
は
、

「
こ
ろ
」

「
こ
そ
」

「
こ
と
」

と

い
う
、
語
と
結
び

つ
く
用
字
が
表
語
性

に
お

い
て
有
意
的

で
あ
る
と
判
断
し

た
た
め

で
あ
る
。
但

し
、

「
こ
と
」

で
は

「
こ
と

(事
)
」
「
こ
と
く

(如
)
」
「
こ
と
な

る

(異
)
」

の
例

が
あ
り

(大

・
彰

と
も
)
同
音
異
義

の

場
合

ま

で
区

別
す

る

の
で
は
な

い
。

さ

て
、
〈
こ

a
>

〈
こ
b
>

は

語
頭

・
語
中

の
別
な
く
使
わ
れ

て
い
る
が
、

〈
訊
〉

は
ほ
ぼ
語
頭

に
偏

る
。
大
宮
本

で
こ
れ
を
語
中

に
用

い
る

の
は
、

「
な
れ

訊
し
」

の
1
例

で
あ

る
。
語
中

で
は
あ

る
が
、
複
合
語

の
後

項
素

の
頭

で

の
使

用

で
、
語
頭

に
準

じ
る
例
と
し

て
扱

え
る
。

彰

考
館
本

で
は
例
外

な
く
語
頭

に
用

い
て
い
る
。

○

〈
と
b
>

に

つ
い
て

同

一
字
母

の

〈
と

a
>

〈
と

b
>

は
次

の
よ
う
な
字

形
と
し

て
の
差
を
も

つ
。



〈と

a
>

u

わ

㌃

ろ

丹

と
わ
た
る
月

(大
宮
本

5
オ
歌
)

〈
と
b
>

め
そ

h
2

即

も
て
あ
そ
ひ
と
す

へ
し
と

(大
宮
本

ー
ウ
)

現
行

の

「
と
」

の
よ
う

に

一
筆

目
と

二
筆

目
が
離
れ

て
い
る
も

の
を

〈
と

a
>

と
し
、

一
、

二
筆

が
繋
が

っ
て
弧
が
生

じ

て
い
る
字
形

を

〈
と

b
>

と
す

る
。
大

宮
本

で

は

〈
と

a
>

語
頭

7
例

・
語
中

0
例
、
〈
と

b
>

語
頭
4
例

・
語
中

63
例

(う
ち
助
詞

「
と
」

は
28
例
)

と

い

う
よ
う

に
、

〈と

a
>

は
語
頭

に
専

用
さ
れ
、

〈
と
b
>

は
語
中

へ
の
使

用

に
傾
く
。
彰
考
館
本

で
も
、

〈
と

a
>

語
頭
6
例

.
語
中
1
例
、
〈
と

b
>
語
頭

2
例

・
語
中

39
例

(
う
ち
助

詞

「
と
」

は
24
例
)
と

い
う
分
布

で
、
同
じ
語
頭

語
中

の
書
き
分

け
が
指
摘

で
き

る
。

し
か
し
、
〈
と

a
>

に
1
例
語
中

の
例

が
存

し
、
大
宮
本

よ
り
も
書

き
分
け

は
ゆ

る
い
。

○

〈宅
〉

〈ゑ
〉

に

つ
い

て

一

ご

　　

「
さ
」

の
二
字
体

〈さ
〉

〈
佑
〉

の
う
ち
、

〈
さ
〉

は
語
頭

・
語
中

に
拘
わ
ら
ず
使

わ
れ
る
が
、

〈
佑
〉

は
、
大
宮
本

で
語
頭

7
例

.
語
中

0

[

例
、

彰
考
館
本

で
語
頭

6
例

・
語
中

0
例

と
語

頭

に
の
み
用

い
ら
れ
る
。

同
じ
傾
向

が

「
し
」

に
も

あ
り
、
〈
し
〉
を
語

頭

.
語
中

に
用

い
る

一
方

で
、

〈ゑ
〉

を
語
頭

に
の
み

用

い
て
い
る
。
両
本
共

に

〈
に
〉

〈ゑ
〉

は
例
外

な
く
語
頭

に
専

用

さ
れ

る
。
し

か
し
、

こ
れ
ら

の
仮
名
文
字

遣
は
大
宮
本
と
彰
考
館
本

と

の
間

で
必
ず

し
も
本
文

の
同

じ
箇

所

に
出
現
し

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

〈
に
〉
を
例

に
と
る
と
、
む

し
ろ
同

じ

箇
所

に
出
現
す
る

こ
と

の
方
が

少
な

い
。



一
致

(
〈
佑
>
1

〈
佑
〉
)

不

一
致

(〈
さ
〉
ー

〈佑
〉
)

(〈
佳
>
1
漢
字
)

大

彰

大

彰

大

彰

.
佑
か
ひ

1

佑
か

ひ

・
佑
し

の
ほ
り

て
ー
さ

し
の
ほ
り

て

・
に
と

ー
里

・
佳
く

ら
は
な
i

佳
く
ら
は
な

・
さ
そ

は
れ

1
佳

そ
は
れ

・
佑

ら
て
た
に
ー

に
ら

て
た

に

・
さ
く
ら

ー
佑
く

ら

・
さ
き

ぬ
ら
し

1
佑
き

ぬ
ら

し

・
佑
ま

ー
さ
ま

・
に
む
し

ー
さ
む
し

〈
佑
〉

が
同
じ
箇
所

に
あ

る

の
は
約

30
%
程
度

で
あ
る
。

〈ゑ
〉

は

こ
れ
よ
り

や
や
多

く
伽
%
が

一
致
す

る
。

ち
な

み
に

〈
訊
〉

で
は
全

く

一
致
し

て
い
な
い
。

〈さ
〉

〈
佑
〉

は
文
字

と
し

て
等
し

い
価
値

(文
字
観
念
)
を
現
し

て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
書
写

の
過
程

で
こ
の
二

つ

一　

の
字
体

の
選
択

は
恣
意
的

で
あ

っ
て
よ
い
は
ず

で
あ
る
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が

一
定

の
条
件

の
も
と

に
出
現
す

る
仮
名
文
字
遣
が
行

3

わ

れ
て
い
る
こ
と

は
、

そ
れ
ぞ

れ

の
書

写
者

の
も

つ
文

字

へ
の
意
識
が
共
通
し

て
い
る
こ
と
を
示

し

て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

そ
の

一
方

で
、
彰
考
館
本

に

な
く
大
宮
本

に

の
み
み
ら
れ
る
仮
名
文
字
遣
も
あ

る
。
前
述

の

〈ゼ
〉
を
助
動
詞

「
け
り
」

に
用

い
る

の
は
そ

の
例

で
あ

る
。

・
老
木
と
成

に
な

り

(3
オ

歌

)

・
成

に
ゼ
り

(4

ウ

歌

)

・
妹

は
き

に
ゼ

り

(
4
ウ

歌
)

・
む
か
し
な

り
ゼ

り

(
5
オ

歌
)

・
ふ
り

に
な
り

(
5

ウ

歌
)

・
に
ほ
ひ
も
な
な
れ
/

と

(
6
オ
)



・
ゼ

ふ
り
と

て

(7
オ

歌
)

「
な
刎

れ
」
「引

ふ
り
」

の
他

は
全

て

「け

り
」

の
例

で
あ
る
。
但

し
、

「侍
謬

る
」

(
6
オ
)
「
ふ
け

に
け
る
」
(
5
オ
歌

「
ふ
け
」
も

「
け
」
)

の
例

も
あ

っ
て

「
け
り
」

で
常

に

〈
ζ
〉
を
用

い
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

〈
`
〉

以
外

で
は
、

〈
ぞ
〉

の
文
字
遣
が
特
徴
的

で
あ

る
。
大
宮
本
と
彰
考
館
本

の

〈
ぞ
〉

の
例
を
全

て
あ
げ
る
。

大
宮
本

(イ
)

の
こ
/
ぞ

て

(
2
ウ
)
行
頭

(
ロ
)
本
と
せ

ぞ

(
3
ウ
)

(
ハ
)

い
ま

の
詮
/
と

せ

ぞ
/

(
4
ウ
)
行
末

(
二
)
本
と
せ

ぞ
/

(5
オ
)
行
末

(
ホ
)

い
て
た
劇

/

(5
オ
)
行
末

[86

彰
考
館
本

一

(
へ
)
老
木
と

な
ぞ
に

け
孝

(歌
)

(
ト
)
と
を
き

わ
た
り

に
な
ぞ

に
け
り

(歌
)

(
チ
)
む

か
し

な
ぞ
け

孝

(歌
)

(
リ
)

三
輪

の
杉

む
ら

ふ
り
に
け
ぞ

(歌

)

彰
考
館
本

は
す

べ
て
和
歌

の
例
。
大
宮
本

で
は
5
例
中
4
例
が
行
頭

・
行
末

に
配

さ
れ

て
い
る
。
大
宮
本

の

〈
ぞ
〉
を
行
頭

・
行
末

に
置
く

字
体

と
見

る
と
、

(
ロ
)

の

「
本

と
せ
ぞ
」
は
例
外
的

で
あ

る
。
し
か
し
、

(
ロ
)
を
文

の
単
位

で
見

る
と

〈
ぞ
〉
は
ち

ょ
う
ど
文
末

に
位
置
し

て
い
る
。
再
度
引

用
す
る
。

(
ロ
)

こ
れ
は
貫
之

や

ま

の
か

ひ
よ
り

み
ゆ
る
し
ら
雪

と
/
侍
を
本

と
せ
ぞ

か
や
う

に

つ
ね
な
る

こ
と

の
も
れ
/
き
た
れ

る
を

…

行

頭

・
行
末

の

〈
ぞ
〉
が
、

こ
こ
で
は
文

の
切
れ
目
を
明
示
し

て
い
る
。
句
点

の
機
能

を
含
ん

で
記
さ
れ

た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。



〈
ぞ
〉

の
他

の
例
を
文

の
単

位

で
見

る
と
、
行
末

の

〈
ぞ
〉
も
ま
た
全

て
文
末

で
あ

る
。

(
ハ
)
あ
す
か

＼
せ
の

い
た

つ
ら
に
よ
み
ふ
り
た
る

こ
と
/
な
れ
と

そ
て
も

ほ
し
あ

へ
ぬ
春
雨
を

い
ま

の
詮

/
と
せ
ぞ

(余
白
)
/

(
二
)
聖
廟

の
御
詠
を

本
と

せ
ぞ

(余
白

)
/

(
ホ
)
友
則
か

よ
し

の

＼
さ
と

の
詠

よ
り

い
て
た
ぞ
/

文
末

で
な

い
の
は

(
イ
)

の

み

で
あ
る

こ
と
か
ら

〈
ぞ
〉

を
文
末

の
字
体
と
す

る
見
方
も

あ
り
う
る
。

し
か
し
、

1
例
な
が
ら
行
頭

で
語
中

の
例

が
あ
る

こ
と
を

(
ロ
)
～

(
ハ
)
と
連
続
的

に
捉
え

よ
う

と
す

る
な
ら
、
〈
ぞ
〉

は
行

を
単

位
と
す

る
行
頭

・
行
末

の
字
体

で
あ
る
と
と

も

に
文
末

の
字
体

と
見

る

べ
き

で
あ
ろ
う
。
〈
ぞ
〉

に
は
、
行
頭

・
行
末

で
の
用
字
法

と
文
末

の
仮
名
文
字
遣

を
併
存
す

る
こ
と
に
な
る
。
文

末

の
仮
名
文
字
遣

は
、
行
頭

・
行
末

と

い
う
行

の
切

れ
目

で
の

「
綴
り

の
美
」
と
し

て
の
使

用
を
端
緒

と
し

て
、
文

の
切
れ
目
、

つ
ま
り

は
有

意

の
用
法

に
展
開

し
た
も

の
と

い
え
よ
う
。

そ
の
場
合
、
問
題

と
し

て
残

る

の
は

「
り
」

の
文

字
観
念

に
属
す

る
も
う

一
字
体

〈り
〉

に
文
末

で
の
用
例

が
あ
る

こ
と

で
あ

ろ
う
。
文
末

一87

の

〈
り
〉

は
む
し
ろ

〈
ぞ
〉

よ

り
も
多

く
検
出

さ
れ
る
。

一

(行
末

か

つ
文
末
)

①
又

こ
の
み
よ
む
ま
し

き

こ
と
葉

つ
い
て
に
か
き
/

の
せ
侍
り
/

(2

ウ
)

②

…
南
殿

の
花

の
さ
か

り
右
近

の

つ
か
さ
/

の
た
ち
な

る

＼
お
も
か
け
も
心

に
う
か

へ
り

(余
白
)
/
建

暦

の
こ
ろ
後
鳥
羽
院
行
幸

あ

り

て

(余
白
)

/

(3

オ
)

③

…
き
よ
け

に
い
ひ
/

く
た
し

て
た
け
た
か
く
と
を
し

ろ
き
な
り
/
し

ろ
き

い
と

の
こ
と

な
る
か
に
ほ
ひ
も
な
け
れ
/
と
…

(6

オ
)

④
十

一
首

の
せ
ら
れ
侍

/

う
ち
六
首

は
名
所
な
り
八
首
か
本
/
寄

に
よ
れ
り

(余
白
)
/
次

に
わ
う
し
と
侍
す
か
た

こ
れ

に
な
ら

へ

て
…

(6

ウ
)

(行
中

か

つ
文
末
)

⑤

…
苔

の
席
/

の
ち
り

を
は
ら

ひ
て
あ

ひ
か
た
る

＼
こ
と
あ
り

や
/
ま
と
寄

は
い
に
し

へ
よ
り

…

(ー

ウ
)



⑥

建
暦

の
こ
ろ
後
鳥
羽

院
行
幸
あ
り

て

(余
白
)

/

(歌

の
引
用
)
/
と
も
侍
り
か

の
代

に

い
て

つ
か

へ
し
人

の
/
…

(
3
オ
)

⑦

…
ふ
る
め
か
し
き
/

さ
ま

に
て
陣

に

つ
き

て
こ
と
お

こ
な

ひ
た
る
/
躰

に
寄

は
よ
む

へ
き

な
り
め

つ
ら
し
き
か
と

つ
く
り
た

つ
る
は

し
か

る

へ
か
ら
す

(
4
オ
)

⑧
十

一
首

の
せ
ら
れ
侍

/

う
ち
六
首

は
名
所

な
り
八
首
か
本

/
寄

に
よ
れ
り

(
6
オ
)

(歌
)

⑨

は
な
は
老
木
と

な
り

に
け
り

(
3
オ
)

⑩
と
を
き
わ

た
り

に
成

に
け
り

(
4
ウ
)

⑪
あ
ま

つ
ほ
し
あ

ひ

の
妹

は
き
に
け
り

(
4
ウ
)

⑫

ね
さ
め

の
ほ
と

の
む

か
し
な
り
け
り

(
5
オ
)

⑬

み
わ
の
杉

む
ら
ふ
り

に
け
明

(
5

ウ
)

一88

用
例
数

は
遥
か

に

〈
ぞ
〉

を
上

回

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら

は
文
末
を
明
示
す

る
必
要
度

の
低

い
も

の
が
大
半

で
あ

る
。
和
歌

の
5
例

(⑨

～

一

⑬
)

は
、
音
数
律

の
支
配

を
受

け
る
た
め

に
こ
と
さ
ら
文
末
を
明
示
す

る
必
要

は
あ
る
ま

い
。

そ

の
点
、
文

に
お

い

て
は
切

れ
目
を
記
す
方

が

よ
い
の
で
あ

る
が
、
行
中

の
⑤

「
あ

ひ
か
た
る

＼
こ
と
あ
り
」

の
場
合
、
次

の
文

と

の
間

に
は
余
白
が
あ

る
。

⑤
謙

矯
驚

ま
た
行
末

の
②
④

で
は
、
下

に
余
白
が
ま
だ
十
分
に
あ
る
の
に
、
改
行
を
行

っ
て
い
る
。



②
.
ー

.
紳
捨

勲

秘
綾
喚

建

鷹

の
ノ
〔紅
ギ
/
砂
侮

防
$
あ
あ
{

余
白
を
設
け
る
こ
と
や
余
白

・
改
行
に
よ

っ
て
文
末

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
れ
ら
に
、
仮
名
文
字
遣
に
よ
る
文
末

の
示
標
は
過
剰

で

あ
ろ
う
。

こ
の
②
④
と
同
様
、
先

の

〈
ぞ
〉
の

(
ハ
)
(
二
)

は
改
行
に
よ

っ
て
文
末
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
例

で
も
あ
る
。
そ
の
意
味

で

も

(
ハ
)
(
二
)

の
用
字
は
や
は
り
綴
り
の
美
と
し
て
の
用
字
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
、
②
④
に
何
故

〈
ぞ
〉
が
配
さ
れ
な
か

っ

た
か
と
い
え
ば
、
改
行
の
後
に
続
け
て
記
さ
れ
る
文

の
性
格

の
違

い
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
②
④

で
は
歌
論
本
文
が

続
く
が
、
(
ハ
)
(
二
)
で
は
和
歌
の
引
用
が
続
く
。
本
文
が

一
旦
終
わ
り
次
行
か
ら
は
和
歌
が
記
さ
れ
る
と
き
に
現
れ
る

〈
ぞ
〉
と
は
、
次
行

一89

が
和
歌

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

(
な
お

(
ホ
)
は
余
白
な
し
の
改
行
の
例

で
、
次
行
に
和
歌

の
引
用
が
続
く
例
)
。
和
歌
に
対
す
る
価
値
観

「

の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。
『
寂
恵
法
師
歌
語
』
で
は
和
歌
を
あ
げ
た
後
に
そ
れ
に
即
し
て
論
を
展
開
す
る
と
い
う
記
述

の
仕
方
を
と
る
た
あ
、
和

歌

の
引
用
が
新
た
な
論

の
は
じ
ま
り
を
意
味
し
て
お
り
、
段
落
の
末
に
お
か
れ
る
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
段
落
と
い
う
点

で
は
、
④
は
、
こ

の
本
が
為
家
の
詠
歌
と
中
書
王

の
詠
歌
と
い
う
二
部

の
構
成

に
な

っ
て
い
る
、
そ
の
為
家
の
章
の
最
終
部
分

に
あ

っ
て
、
よ
り
大
き
な
切
れ
目

に
あ
る
に
も
拘
ら
ず

〈
り
〉

で
あ
る
。

①
③

で
は
紙
幅

の
制
限
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①

の

「
か
き
/

の
せ
侍
り
」

の
う
ち

「
か
き
」
ま
で
は
第

一
丁
の
最
終
行
に
あ
り
、

「
の
せ
侍
り
」
は
こ
の
丁

に
収
め
よ
う
と
し
て
最
終
行

の
横
に
書
き
添
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
①

で
ち

ょ
う
ど
冒
頭

の
序

に
相
当
す
る
部
分
が
終
わ
り
、

こ
の
後
和
歌

の
引
用
が
は
じ
ま
る
。
序
の
部
分
を

一
丁
の
う
ち
に
収
め
、
新
し
い
丁
を
本
論
か
ら
は
じ
め
よ
う

と
し
た
た
め
の
書
き
添
え
で
あ
る
。
行
の
左
下

で
の
書
き
添
え
で
は
、
文
が
終
わ
る
こ
と
が
自
明
で
あ
り
、
〈
ぞ
〉
を
記
す
必
要
が
な
か

っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



峯

馳、毫

ヤ
宥
繁

ま

①

嗜

、雪

}
ぎ

蓼

置
㌔

重
置
彊
璽
ー

監

擢
ー

な
お
、
行
末

で
の
書
き
添
え

は
①

の
ほ
か

12
例
あ

る
。
大
半

が
右

の
例

と
異

な

っ
て
、
行

末

に
半
角
程
度

の

ス
ペ
ー

ス
が
あ

る
場
合

に
起

き

て
い
る
。

そ
の
場
合
、
次

の
よ
う

に

一
語
を
分
断

し
た
書
き
方

も
あ

る

(
3
例
)
。

●

、ー
ヨ

髪

奮

,ー

察

吻
捜

(2
ウ
)

㌧
♪

よ
ノ

つ
.

90

そ
の

一
方

で
、

「
め

つ
ら
し

/
き
」

(
4
オ
)

の
よ
う

に

一
語
を
行

の
内

に
書

き
添
え

よ
う
と

し
た
も

の
と

(
5
例
)
、
和
歌

の
例

で
上

の
句

一

を

一
行

に
収
め
よ
う
と
し

た
も

の

(
2
例
)

と
が
あ
る
。
行
末

に
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
も

の
で
は
、
助
詞

「
と
」

の
例

が
2
例

あ
る
。

こ
よ
ひ
の
も

て
あ

そ
ひ
と
す

へ
し
/

と
/
寂
恵

こ
の
こ
と
を
き
く

に

(
ー

ウ
)

し
ら
雲
/
と
/
侍

る
を

(3

ウ
)

特

に
前
者

は

「
と
」

で
文

が
終
止
し
、
①

と
同
様

の
例

で
あ
る
。

③
は
書
き
添
え

で
は
な
い
が
、
行
末

に
あ

っ
て
周
囲

の
行

に
比

べ
て
余
白

が
か
な
り
狭
く
な

っ
て
い
る
。
①
と
同
様
、
余
白

の
不
足

が

〈
ぞ
〉

を
記
せ
な
か

っ
た
」
由

で
あ

ろ

う
。
残

る
は
⑥
⑦
⑧

で
あ
る
が
、
⑥

に
は
別

の
仮
名
文
字
遣

に
よ

っ
て
文

の
切

れ
目
が
明
示
さ
れ

て
い
る
と
考

え
ら
れ

る

(後
述
)
。
⑦
⑧

は
積
極
的

な
」
由

を
見

い
だ
せ
な

い
。

説
明
し
が

た
い
も

の
が

2
例

あ

る
が
、

〈
ぞ
〉

に
文
末

明
示

の
機
能

を
認
め

て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。

〈
ぞ
〉

の
仮
名
文
字
遣

に
関

連

し

て
興
味
深

い

の
が
前

述

の

〈
炉
〉

の
仮
名

文
字
遣

で
あ
る
。

〈
炉
〉

は
語
頭

に
用

い
る
傾
向

に
あ

る
字
体



で
あ

る
が
、
〈
あ
〉

に
対
し

て
文
頭

に
出
現
す

る
例

が
あ
る
。
文

頭

の

「
か
」
は
、
和
歌

の
例
を
除
く

と
、
次

の
4
例

で
あ
る
。

a
…
と
を
く
も
と
む

る

に
を

よ
は
す

炉

の
詠

を
め
き
/

い
て
侍

へ
し

(
2

ウ
)

b
建
暦

の
こ
ろ
後
鳥

羽
院
行
幸
あ
り

て
/

(歌

の
引
用
)
/
と
も
侍

り
炉
の
代

に
い
て

つ
あ

へ
し
人

の
/
弘
長

の
此
ま

て
な
あ
ら

へ
て
…

(
3
オ
)

c
こ
れ

は
貫
之

や
ま

の

あ
ひ
よ
り
み
ゆ
る
し
ら
雲

と
/

侍
を
本

と
せ
ぞ
あ
や
う

に

つ
ね
な
る

こ
と

の
も
れ
/

き
た
れ
る
を
…

(3

ウ
)

d

(歌

の
引
用
)
/

炉

の
と
を
き

わ
た
り
に
あ
ら
ね
と
も
と
侍

を
…

(4

ウ
)

文
頭

に

〈
あ
〉
が
用

い
ら
れ

る
例
と
し

て

c
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
直
前

で

〈
ぞ
〉
が
文
末
表
示

に
使

わ
れ

て
お
り

「
か
」

で
文

の
切
れ
目
を

示

さ
な
く
と
も
よ

い
。

こ
れ
を

除

け
ば
、
文
頭

の

「
か
」

に
は

〈
あ
〉
を
排
し

て

〈
炉
〉
が
用

い
ら
れ

る
と
い
え
る
。

こ
の
う
ち
、
b
は
前
文

が

「
り
」

で
終
わ

っ
て
い
る
の

に

〈
ぞ
〉

が
使

わ
れ
な
か

っ
た
例

(用
例

⑥
)

で
あ

る
が
、
補

う
か

の
よ
う
に

〈
炉
〉

が
文

の
切

れ
目
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
〈
めウ
〉

に
は
、

文
中

の
単

な
る
語

頭

の
例
も
本
文
部
分

だ
け

で
8
例

あ
り
、

語
頭
と
文
頭

の
二

つ
の
仮
名
文
字
遣

が
存

一91

在
し

て
い
る
と

い

っ
て
よ
い
。

こ
れ
は

〈
ぞ
〉

の
行
頭

.
行
末

の
文
字
遣

と
文
末

の
仮
名
文
字
遣

が
併
存

し

て
い
る

こ
と

に
対

し

て
機
能

面

に

一

お

い
て
類
比
的

で
あ

る
。
語
頭

は
多
く
句
頭

に
位

置
し
、

そ

こ
で
の
使
用
が
文
頭

へ
の
使
用

へ
と
狭
く

用
い
ら
れ
る

こ
と
は
自

然

で
あ
る
。

文
頭

に

〈
いウ
〉
を
記
す

こ
と

は
、
彰
考
館
本

に
も

一
応
確

認

で
き
る
。

文
頭

の

「
か
」

は
大
宮
本
と
同

じ
箇
所

に
あ
る
。

,a
…
と
を
く
も
と

む
る

に
及
す
/

あ

の
詠
寄

を
書
出
侍

へ
し

(
2

ウ
)

げ
建
暦

の
此
後
鳥
羽
院

行
幸
あ

り

て
/

(歌

の
引

用
)

/
と
も
侍

り

炉
の
御
代

に
出

つ
あ

へ
し
人

の
弘
長
/

の
此

ま

て
な
あ
ら

へ
て
…

(
3
オ
)

,c
是

は
貫
之
山

の
あ
ひ

よ
り
み
ゆ
る
白
雲

と
侍

る
/

を
本

と
せ
り

炉
や
う

に

つ
ね
な

る
事

の
も
れ
/
き

た
れ
る
を
…

(
3
ウ
)

げ

(歌

の
引
用
)
/

炉

の
遠
き

わ
た
り

に
あ
ら
ね
と
も
と
侍

を
…

(
4
ウ
)

彰
考
館
本

で
は
,a
に

〈
あ
〉

が
使
用

さ
れ
る
他

は

〈
か
〉

で
あ
る
。
但

し
、
,a
に

〈
あ
〉
が
使
わ
れ

る
」
由

は
見

い
だ
せ
ず
、
大
宮
本

ほ
ど

文
頭

に

〈
鴇ウ
〉
を
専
用
し

な
い

こ
と

の
」
由

も
明

ら
か

で
な

い
。



こ
れ
ま

で
位
置

に
よ
る
有
意

の
仮
名
文
字
遣

と
し

て
は
、

語
頭

・
語
中

・
語
末

と

い
う
よ
う

に
語

の
単
位

で
注
意

さ
れ

て
き
た
が
、
大
宮

本

の

〈
いウ
〉

〈
ぞ
〉

の
仮
名
文
字
遣

は
そ

の
よ
う
な
捉

え
方

に

一
石
を
投
じ

る
も

の
と

い
え
よ
う
。

た
だ
惜
し
ま
れ

る

の
は
、

こ
の

『
寂
恵
法

師

歌
語
』
が
極
め

て
短

い
本
文

で
あ
る
た
め

に
用
例
総

数
が
少
な
く
、

こ
こ
で
の
仮
名
文
字
遣

が

一
般

に
対

し

て
ひ
と

つ
の
可
能

性
を
提
示
す

る

こ
と

に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
本

に
見
え

る
仮
名
文
字
遣
が
ど

の
程
度
広

が
り
を
も

つ
の
か
、
今

後
よ
り
多
く

の
検
証
を
要

す
る
。

注注
1

「
順
教
房
寂
恵
に
つ
い
て
」
『国
語
と
国
文
学
』
第
35
巻
第
11
号

一
九
五
八
年
十

一
月

注
2

大
野
晋

「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
27
巻
第
12
号

一
九
五
〇
年
十
二
月

注
3

拙
稿

「仮
名
文
字
遣
序
説
」
『叙
説
』
第
26
号

一
九
九
八
年
十
二
月
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